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（
一
八
五
八
）
六
月
、
幕
府
が
天
皇
か
ら
の
勅
許
を
得
る
こ
と
な
く
、
日
米
修
好
通
商
条
約
に
調
印
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の

無
勅
許
調
印
に
孝
明
天
皇
は
激
し
い
怒
り
を
抱
き
、
ま
た
、
大
名
や
そ
の
家
臣
た
ち
も
、
幕
府
に
対
す
る
批
判
を
強
め
た
。
一
方
、

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、
幕
府
の
大
老
井
伊
直
弼
は
「
安
政
の
大
獄
」
と
よ
ば
れ
る
弾
圧
を
行
い
、
幕
府
権
力
の
維
持
に
努
め

た
。
し
か
し
、
幕
府
の
弾
圧
に
反
発
し
た
水
戸
藩
の
浪
士
た
ち
に
よ
り
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
、
井
伊
が
暗
殺
さ
れ
る

事
件
が
生
じ
る
。
こ
の
桜
田
門
外
の
変
に
よ
り
、
幕
府
の
権
威
は
失
墜
し
、
そ
れ
以
後
、
天
皇
、
そ
し
て
朝
廷
の
権
威
が
急
激
に

上
昇
す
る
中
で
、
政
局
の
舞
台
は
京
都
に
移
っ
た
。

　

従
来
、禁
裏
と
深
い
つ
な
が
り
を
有
し
て
き
た
山
科
郷
士
た
ち
が
、こ
の
よ
う
な
情
勢
に
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ

た
。
郷
士
ら
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
は
、
前
年
に
焼
失
し
た
御
所
が
再
建
さ
れ
、
還
幸
す
る
こ
と
に
な
っ
た
孝
明
天
皇

の
供
奉
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
供
奉
を
機
に
、
山
科
郷
士
は
「
執
次
」（
ま
た
は
「
口
向
諸
役
人
」）
と
呼
ば
れ
る
朝
廷

側
の
者
た
ち
と
の
関
係
を
深
め
た
。
山
科
郷
士
た
ち
は
朝
廷
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
つ
つ
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

　

桜
田
門
外
の
変
の
直
後
、
山
科
郷
士
た
ち
は
朝
廷
か
ら
御
所
の
堺
町
・
中
立
・
乾
・
今
出
川
・
石
薬
師
・
清
和
院
の
六
門
の
警

衛
を
命
じ
ら
れ
た
。
京
都
御
所
の
警
衛
が
求
め
ら
れ
る
中
、山
科
郷
士
た
ち
は
そ
の
役
の
円
滑
化
の
た
め
、文
久
二
年（
一
八
六
二
）

三
月
に
は
富
小
路
通
竹
屋
町
上
ル
に
出
張
所
を
設
け
、
常
詰
す
る
態
勢
を
整
え
た
。

　

禁
裏
警
衛
を
担
う
中
で
、
山
科
郷
士
の
結
束
も
強
ま
っ
た
。
す
で
に
郷
士
制
度
が
一
八
世
紀
段
階
で
動
揺
し
て
い
た
こ
と
は
、

前
章
で
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
幕
末
に
は
朝
廷
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
、
再
び
山
科
郷
士
と
し
て
の
身
分
意
識
が
高
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
万
延
元
年
正
月
に
は
、
大
宅
村
の
郷
士
た
ち
が
集
い
、
郷
士
集
団
の
血
筋
の
維
持
を
確
認
し
合
っ
て
い
る
（「
沢
野

井
家
文
書
」）。
こ
の
よ
う
に
、
朝
廷
と
の
結
び
つ
き
が
山
科
郷
士
と
し
て
の
身
分
の
保
証
に
も
つ
な
が
り
、
郷
士
た
ち
の
勤
王
意

識
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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幕
末
・
維
新
の
動
乱
と
山
科

　

幕
末
時
代
の
到
来
と
山
科

　

一
九
世
紀
半
ば
の
幕
末
・
維
新
の
時
代
は
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
も
大
き
な
転
換
期
と
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
の
ペ
リ
ー
来
航
を
機
に
、
日
本
社
会
は
動
乱
の
時
期
に
突
入
し
、
そ
の
約
一
五
年
後
に
は
、
明
治
維
新
と
よ
ば
れ

る
大
き
な
変
革
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

た
だ
し
、
幕
末
動
乱
の
始
ま
り
と
い
え
ば
、
ペ
リ
ー
来
航
を
想
起
し
が
ち
で
あ
る
が
、
山
科
も
含
め
て
畿
内
近
国
の
社
会
に
関

し
て
い
え
ば
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
九
月
の
、
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
の
大
坂
湾
進
入
事
件
の
影
響
も
無
視
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
大
坂
湾
に
さ
え
、「
異
国
船
」
が
来
航
し
得
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
こ
の
事
件
は
、
幕
府
や
朝
廷
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
。
不
安
を
高
め
た
朝
廷
に
対
し
、
幕
府
は
京
都
の
警
衛
強
化
を
約
束
し
、
本
格
的
な
大
坂
湾
の
海
防
計
画
を
立
案
し

始
め
た
。

　

こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
は
、
山
科
に
も
影
響
を
与
え
た
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
十
二
月
に
は
、
山
科
郷
の
日
岡
村
や
御
陵

村
の
近
辺
で
、
京
都
所
司
代
の
与
力
た
ち
に
よ
り
、
砲
術
調
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
乙
訓
郡
上
久
世
な
ど
で
も
同
様
の
調
練
が

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
京
都
の
警
衛
強
化
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
山
科
郷
は
禁
裏
御
料
と
い
う
こ
と
か
ら
、
同
地
で
の

調
練
の
可
否
に
つ
い
て
幕
府
側
か
ら
朝
廷
側
に
確
認
が
な
さ
れ
て
い
る
。
朝
廷
の
返
答
は
、
天
智
天
皇
陵
の
方
角
に
玉
を
撃
っ
て

は
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（「
維
新
史
料
稿
本
」
安
政
三
年
一
二
月
是
月
条
）。

　

動
揺
す
る
政
局
と
山
科
郷
士

　

日
本
の
中
央
政
局
で
は
、
一
八
五
〇
年
代
の
末
頃
か
ら
朝
廷
と
幕
府
の
関
係
が
悪
化
し
た
。
そ
の
契
機
は
、
安
政
五
年
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山
科
の
地
域
社
会
の
動
揺

　

文
久
年
間
（
一
八
六
一
～
六
三
）
を
通
じ
て
、
大
名
や
、
藩
士
た
ち
の
上
洛
が
相
次
ぎ
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
に
は

将
軍
徳
川
家
茂
が
上
洛
し
た
。
次
々
に
大
名
や
そ
の
家
臣
た
ち
が
上
洛
し
、
政
局
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
転
す
る
中
で
、
山
科
の
地

域
社
会
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
き
た
。

　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
二
月
に
山
科
郷
触
頭
の
比
留
田
権
藤
太
と
土
橋
惣
太
郎
た
ち
が
口
向
諸
役
人
に
出
し
た
願
書
に
よ

れ
ば
、
諸
藩
の
藩
士
の
中
に
は
、
山
科
郷
の
山
林
や
竹
林
に
踏
み
入
る
者
た
ち
も
い
た
と
い
う
。
比
留
田
た
ち
は
、
禁
裏
御
料
と

し
て
の
山
科
の
由
緒
を
唱
え
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
対
す
る
禁
制
を
下
し
て
ほ
し
い
と
求
め
た
（「
比
留
田
家
文
書
」）。

　

ま
た
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
長
州
征
伐
（
第
二
次
）
に
際
し
、
将
軍
家
茂
の
上
洛
に
あ
わ
せ
て
、
山
科
の
三
間
以
上
の

家
々
を
幕
府
軍
の
宿
舎
と
し
て
提
供
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。
山
科
郷
士
た
ち
は
、
御
所
警
衛
に
駆
け
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
態
が
万
一
生
じ
た
際
に
、そ
の
差
支
え
に
な
る
と
し
て
、宿
舎
の
提
供
を
免
除
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
（「
比
留
田
家
文
書
」）。

　

以
上
の
事
例
は
、
政
局
の
中
心
が
京
都
に
移
っ
た
こ
と
で
、
京
都
に
滞
在
す
る
支
配
者
層
を
支
え
る
た
め
に
、
京
都
お
よ
び
周　

辺
の
地
域
社
会
が
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
岩
城
卓
二
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
幕
末
の
歴
史
を
描
く
際
、

と
も
す
れ
ば
京
都
で
の
政
局
の
細
か
な
動
向
に
注
目
し
が
ち
で
あ
る
が
、
京
都
に
政
局
が
移
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
周
辺
の
社
会
そ

の
も
の
が
ど
う
影
響
を
受
け
、
人
び
と
の
日
常
が
ど
う
変
化
し
た
の
か
、
と
い
う
点
に
も
目
を
配
る
必
要
が
あ
る
。
洛
東
に
位
置

す
る
山
科
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
多
く
の
示
唆
に
富
む
事
例
を
後
世
に
残
し
て
い
る
。

　

戊
辰
の
内
乱
と
山
科
郷
士

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
、
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
に
よ
る
大
政
奉
還
が
行
わ
れ
た
。
十
二
月
に
は
王
政
復
古
の
大
号
令

が
発
せ
ら
れ
、
名
実
と
も
に
、
二
六
〇
年
近
く
続
い
た
江
戸
幕
府
が
姿
を
消
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
を
機

に
、
新
政
府
と
旧
幕
府
と
の
あ
い
だ
で
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
続
く
戦
争
（
戊
辰
戦
争
）
が
勃
発
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
慶
応
三
年
十
一
月
、
山
科
郷
士
た
ち
は
議
奏
・
広
橋
胤
保
に
対
し
、
禁
裏
御
料
山
科
郷
の
支
配
を
代
々

お
こ
な
っ
て
き
た
幕
府
代
官
小
堀
家
の
支
配
継
続
を
願
っ
て
い
る
（「
比
留
田
家
文
書
」）。
大
政
奉
還
を
う
け
、
政
治
が
急
速
に

変
化
す
る
こ
と
に
不
安
を
覚
え
て
の
嘆
願
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
十
二
月
に
は
、
山
科
郷
士
た
ち
は
新
政
府
に
忠
誠
を
誓
う
嘆
願

書
を
提
出
し
て
い
る
。
谷
口
真
康
に
よ
れ
ば
、
代
官
小
堀
の
支
配
継
続
願
い
か
ら
、
新
政
府
へ
の
忠
誠
に
い
た
る
山
科
郷
士
た
ち

の
変
化
の
背
景
に
は
、「
口
向
諸
役
人
」
か
ら
の
情
報
が
あ
っ
た
と
い
う
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
政
局
に
対
し
、
山
科
郷
士

は
従
来
の
朝
廷
と
の
つ
な
が
り
を
活
用
し
な
が
ら
、
そ
の
対
応
を
見
極
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
嘆
願
書
に
よ
れ
ば
、
山
科
郷
士
た
ち
は
十
一
月
二
十
七
日
に
郷
中
談
合
を
開
き
、
そ
の
結
果
、「
郷
中
盟
約
」
を
定
め
た
。

こ
の
盟
約
で
は
、
そ
れ
ま
で
禁
裏
警
固
を
担
っ
て
き
た
郷
士
だ
け
で
は
な
く
、
山
科
一
帯
で
、
予
備
隊
も
あ
わ
せ
て
一
〇
〇
〇
人

規
模
の
山
科
隊
を
結
成
し
、
一
丸
と
な
っ
て
非
常
事
態
に
対
応
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
（「
比
留
田
家
文
書
」）。
予
想
さ
れ
る

内
戦
に
備
え
、
結
束
を
固
め
る
た
め
の
盟
約
で
あ
っ
た
。

　

慶
応
四
年
（
同
年
九
月
に
明
治
に
改
元
）
に
入
る
と
、
山
科
隊
は
数
人
か
ら
数
十
人
に
分
か
れ
、
岩
倉
家
や
中
御
門
家
の
警
衛

な
ど
に
従
事
し
た
。
ま
た
、
二
月
に
東
征
大
総
督
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
の
指
揮
下
、
東
征
軍
が
京
都
を
出
発
す
る
と
、
山
科
隊
か

ら
一
六
人
が
、
岩
倉
具
定
・
具
経
兄
弟
（
具
視
の
子
息
）
が
率
い
る
東
山
道
軍
に
従
軍
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
同
年
に
は
天
皇
の
二

条
城
行
幸
や
大
坂
行
幸
に
も
山
科
隊
の
者
た
ち
が
供
奉
し
て
お
り
、
戊
辰
戦
争
で
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割
は
小
さ
く
な
い
。

　

解
体
す
る
近
世
山
科
の
地
域
秩
序

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九
月
、明
治
天
皇
の
東
京
行
幸
が
あ
り
、こ
れ
に
も
八
〇
人
の
山
科
隊
士
が
随
従
し
た
。
ま
た
、い
っ

た
ん
京
都
に
戻
り
、
婚
儀
を
済
ま
し
た
天
皇
が
、
明
治
二
年
三
月
、
再
び
東
京
を
目
ざ
し
た
。
事
実
上
の
東
京
遷
都
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
も
山
科
隊
士
か
ら
八
〇
人
が
従
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
年
十
月
に
皇
后
が
東
京
へ
向
か
っ
た
時
に
も
、
隊
士
の
随
従
が

あ
っ
た
。
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二　

近
代
交
通
の
要
衝
・
山
科

　

近
代
の
地
域
再
編
と
山
科
村
の
誕
生

　

明
治
維
新
を
迎
え
、
近
世
以
来
の
山
科
の
地
域
秩
序
が
崩
れ
る
な
か
で
、
新
し
い
地
域
の
秩
序
の
構
築
が
は
じ
ま
っ
た
。
た
だ

し
、
そ
れ
は
明
治
政
府
の
地
域
行
政
に
関
わ
る
政
策
の
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
、
あ
る
い
は
そ
の
模
索
と
相
ま
っ
て
、
複
雑
な
過
程

を
た
ど
っ
た
。

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
、
明
治
政
府
は
中
央
集
権
の
確
立
に
向
け
、
廃
藩
置
県
を
断
行
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
各
府
県

の
内
部
の
地
域
秩
序
も
本
格
的
な
再
編
成
が
は
じ
ま
り
、
翌
明
治
五
年
に
は
、
大
区
小
区
制
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
に
も
と

づ
き
、
同
年
五
月
に
宇
治
郡
全
体
が
四
区
に
わ
け
ら
れ
た
が
、
翌
明
治
六
年
十
二
月
に
は
宇
治
郡
の
第
二
区
と
第
三
区
が
合
併
と

い
う
、
早
速
の
編
成
替
え
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
十
一
年
、
政
府
が
郡
区
町
村
編
成
法
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
三
新
法
を

公
布
し
た
こ
と
で
、
ま
た
も
地
域
の
再
編
成
が
進
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
、い
わ
ば
画
一
的
な
地
域
の
設
定
の
あ
り
方
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、

ド
イ
ツ
を
モ
デ
ル
と
す
る
地
方
自
治
を
取
り
入
れ
る
べ
く
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、
市
制
・
町
村
制
を
公
布
し
た
。
こ

の
制
度
が
施
行
と
な
っ
た
翌
明
治
二
十
二
年
、
宇
治
郡
で
は
、
現
在
の
山
科
区
に
相
当
す
る
村
々
が
合
併
し
、
山
科
村
と
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
旧
村
名
は
大
字
の
名
称
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
、
宇
治
郡
最
大
の
村
で
あ
る
山
科
村
が
誕
生
し
た
。

　

京
都
衰
退
の
危
機
と
琵
琶
湖
疏
水

　

さ
て
、
近
代
に
お
け
る
山
科
の
地
域
の
特
質
を
考
え
る
場
合
に
は
、
京
都
と
い
う
都
市
そ
の
も
の
が
明
治
期
に
な
っ
て
直
面
し

た
事
態
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
お
け
る
東
京
遷
都
は
、京
都
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
東
京
遷
都
に
よ
っ
て
、

京
都
が
衰
退
す
る
、
と
い
う
不
安
が
高
ま
り
、
同
年
十
月
の
皇
后
の
東
啓
に
際
し
て
は
、
人
々
が
御
所
周
辺
に
集
ま
り
、
そ
の
中

　

し
か
し
、
京
都
の
社
会
の
様
相
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
東
京
遷
都
の
頃
か
ら
、
山
科
隊
士
た
ち
の
役
割
も

変
化
し
て
い
っ
た
。
禁
裏
関
係
の
様
々
な
任
務
が
解
か
れ
、
明
治
三
年
三
月
に
は
、
山
科
隊
の
解
散
命
令
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

慶
応
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、
新
政
府
側
に
忠
誠
を
誓
っ
て
行
動
を
し
て
き
た
山
科
隊
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
の
解
散
命
令

は
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。
明
治
三
年
七
月
に
は
、近
世
を
通
じ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
朝
廷
へ
の
献
上
儀
礼
で
あ
る
「
八
朔
御
礼
」

も
廃
絶
さ
れ
、
山
科
郷
と
朝
廷
の
つ
な
が
り
が
一
方
的
に
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（「
比
留
田
家
文
書
」）。
こ
の
事
態
に

と
く
に
強
い
危
機
意
識
を
抱
い
た
の
は
、
下
級
の
山
科
郷
士
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
上
層
の
郷
士
た
ち
は
、
禁
裏
関
係
の
諸
役
に

よ
る
収
入
の
道
が
断
た
れ
、
動
揺
を
す
る
下
級
の
郷
士
た
ち
を
統
制
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
。

　

郷
士
た
ち
を
中
心
に
培
わ
れ
て
き
た
山
科
の
地
域
社
会
の
秩
序
は
、
そ
の
内
部
か
ら
も
変
容
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た
。
上
記
の

幕
末
か
ら
明
治
初
年
の
山
科
隊
の
活
動
経
費
は
、
山
科
郷
一
帯
で
負
担
し
て
い
た
が
、
御
陵
村
が
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
冬

以
来
、そ
の
出
金
を
拒
む
よ
う
に
な
っ
た
（「
沢
野
井
家
文
書
」）。
山
科
郷
と
朝
廷
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
る
中
、御
陵
村
は
、

天
智
天
皇
陵
の
守
護
と
い
う
独
自
の
任
務
に
よ
っ
て
、
そ
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
の
中
で
、
明
治
三
年
十
一
月
、
山
科
郷
触
頭
の
比
留
田
権
藤
太
、
土
橋
惣
太
郎
を
は
じ
め
、
郷
士
惣
代
ら
が

連
名
で
、
東
京
近
辺
の
土
地
の
払
下
げ
を
宮
内
省
と
京
都
府
に
嘆
願
し
た
。
東
京
の
土
地
を
開
墾
し
、
天
皇
家
と
の
つ
な
が
り

を
保
つ
こ
と
、
お
よ
び
困
窮
し
た
旧
郷
士
層
の
経
済
的
な
活
路
と
す
る
こ
と
、
と
い
っ
た
切
実
な
目
的
が
あ
っ
た
。
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
よ
う
や
く
内
藤
新
宿
の
土
地
が
下
げ
渡
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
九
年
に
千
葉
県
下
の
荒
地
が
下
賜
さ
れ
た
。
千
葉

県
の
土
地
は
「
東
山
科
村
」
と
名
付
け
ら
れ
、
郷
士
た
ち
は
農
業
に
従
事
し
た
が
、
不
慣
れ
な
土
地
で
の
開
墾
に
は
大
き
な
困
難

を
と
も
な
い
、
結
果
的
に
事
業
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）、
莫
大
な
借
金
を
抱
え
た
ま
ま
、
失
意
の
う

ち
に
郷
士
た
ち
は
帰
郷
し
た
の
で
あ
る
。



109 108

が
増
す
お
そ
れ
が
あ
る
、
な
ど
の
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
琵
琶
湖
疏
水
の
計
画
に
お
い
て
、
大
津
と
京
都
の
結

節
点
と
な
る
山
科
に
ど
う
水
路
を
通
す
か
が
、
重
要
な
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

琵
琶
湖
疏
水
の
工
事

　

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
京
都
府
知
事
に
就
任
し
た
北
垣
国
道
は
、
琵
琶
湖
疏
水
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
水
力
や
輸
送
力
に

よ
っ
て
、
京
都
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。
琵
琶
湖
疏
水
事
業
は
、
北
垣
の
強
力
な
主
導
の
下
で
、
推
進
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

　

府
知
事
就
任
後
、
北
垣
は
政
府
の
有
力
者
で
あ
る
参
議
伊
藤
博
文
や
大
蔵
卿
松
方
正
義
に
疏
水
計
画
を
持
ち
か
け
て
賛
同
を
得

る
と
と
も
に
、
自
ら
福
島
県
で
工
事
中
の
安あ

さ
か積

疏
水
を
見
学
し
、
着
々
と
計
画
実
現
に
向
け
て
動
き
始
め
た
。

　

北
垣
は
、
安
積
疏
水
の
工
事
主
任
で
あ
っ
た
南
一
郎
平
や
、
測
量
技
術
に
長
じ
た
島
田
道
生
を
雇
い
、
さ
ら
に
京
都
府
御
用
掛

と
し
て
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
生
ま
れ
の
青
年
技
術
者
、
田
辺
朔さ

く
ろ
う郎

を
採
用
し
た
。
田
辺
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に

工
部
大
学
校
（
現
東
京
大
学
工
学
部
）
に
入
り
、
土
木
学
を
学
び
、
卒
業
論
文
で
は
現
地
調
査
を
踏
ま
え
た
『
琵
琶
湖
疏
水
工
事

の
計
画
』
を
作
成
し
て
い
る
。
明
治
十
六
年
に
最
優
秀
の
成
績
で
工
部
大
学
校
を
卒
業
し
、
同
年
五
月
に
京
都
府
御
用
掛
と
な
っ

た
。
以
後
、
田
辺
は
琵
琶
湖
疏
水
の
事
業
に
精
力
を
注
ぎ
、
そ
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
を
し
た
。

　

琵
琶
湖
疏
水
の
起
工
式
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
六
月
二
日
に
藤
尾
村
（
現
大
津
市
藤
尾
）
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
工
事

を
監
督
す
る
部
署
と
し
て
、
府
庁
内
に
設
け
ら
れ
て
い
た
疏
水
事
務
所
の
派
出
所
が
こ
の
藤
尾
村
に
設
置
さ
れ
た
。
同
年
十
月
に

は
、
疏
水
事
務
所
自
体
が
藤
尾
村
に
移
転
し
、
さ
ら
に
翌
明
治
一
九
年
一
月
、
事
務
所
は
日
岡
村
蹴
上
に
移
っ
た
。

　

約
五
年
を
か
け
、第
一
期
工
事
は
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）四
月
に
完
成
を
み
た
。
完
成
し
た
疏
水
は
、三
保
ヶ
崎（
大
津
市
）

か
ら
水
を
と
り
、
山
科
、
蹴
上
を
経
て
京
都
市
域
に
い
た
る
。
当
初
は
、
天
智
天
皇
陵
西
北
方
か
ら
南
禅
寺
山
下
を
削
っ
て
、
若

王
子
付
近
に
出
る
、
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
九
年
に
、
日
ノ
岡
山
の
下
を
通
っ
て
蹴
上
に
い
た
る
水
路
に
変
更
さ
れ
た
。

止
を
祈
願
す
る
と
い
う
光
景
も
み
ら
れ
た
。
実
際
、
東
京
遷
都
後
の
人
口
の
減
少
は
著
し
く
、
京
都
市
域
の
人
口
は
明
治
三
年
の

約
三
三
万
人
か
ら
、
四
年
後
の
明
治
七
年
に
は
約
二
三
万
人
に
ま
で
減
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
衰
退
の
危
機
に
あ
る
京
都
を
復
興
さ
せ
る
事
業
が
、
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
さ
れ
た
。
京
都
府
の
主
導
で
、
近
代
化
を

推
し
進
め
る
た
め
の
勧
業
施
設
が
次
々
に
開
設
さ
れ
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
、
西
本
願
寺
を
会
場
に
、
日
本
で
最
初
の

博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
以
後
、
京
都
博
覧
会
が
毎
年
開
催
さ
れ
、
京
都
の
市
中
が
活
気
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
山
科
と
も
か
か
わ
っ
て
、
京
都
の
活
性
化
の
た
め
の
一
大
事
業
と
し
て
展
開
し
た
の
が
、
琵
琶
湖
疏
水
で
あ
る
。
明

治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
着
工
さ
れ
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
竣
工
し
た
琵
琶
湖
疏
水
は
、
ま
さ
に
京
都
を
衰
退
か

ら
救
う
こ
と
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
琵
琶
湖
の
水
を
京
都
ま
で
通
し
た
い
、
と
い
う
京
都
の
人
々
の
願
い
は
、
近
世
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
し
か
し
、
測

量
や
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
技
術
の
不
足
か
ら
、
江
戸
時
代
に
確
認
で
き
る
い
く
つ
か
の
疏
水
計
画
は
、
現
実
的
に
は
困
難
な
も
の
ば

か
り
で
あ
っ
た
。

　

明
治
維
新
後
の
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
、
京
都
の
衰
退
を
憂
い
、
や
は
り
琵
琶
湖
疏
水
に
よ
る
京
都
の
活
性
化
を
図
り

た
い
と
い
う
計
画
が
、
下
京
区
の
吉
本
源
之
助
た
ち
か
ら
京
都
府
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
明
治
六
年
に
は
、
大
津
の

第
一
米
商
社
の
渡
辺
伊
助
ら
か
ら
京
都
府
に
同
様
の
出
願
が
な
さ
れ
た
。
後
者
は
、
疏
水
に
よ
っ
て
京
都
へ
の
運
送
を
改
善
し
、

か
つ
大
津
か
ら
京
都
、
大
阪
を
結
ぶ
、
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
大
津
と
京
都
を
ま
っ
す
ぐ
結
ぶ
の
で
は
な
く
、
山
科
か
ら
六
地
蔵
、

そ
し
て
宇
治
川
、
高
瀬
川
、
淀
川
を
経
て
、
京
都
と
大
阪
に
い
た
る
、
と
い
う
ル
ー
ト
に
特
徴
が
あ
る
。
大
津
か
ら
京
都
に
い
た

る
上
で
難
所
と
な
る
日
ノ
岡
峠
を
避
け
る
こ
と
で
、
遠
回
り
で
は
あ
っ
て
も
運
賃
は
安
く
な
る
、
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
明
治
五
年
の
願
書
も
明
治
六
年
の
そ
れ
も
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
ず
前
者
で
は
、
山
科
で
水
路
が
下
降
し

過
ぎ
る
、
と
い
う
技
術
上
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。
ま
た
後
者
で
は
、
山
科
川
が
増
水
し
た
場
合
、
疏
水
の
新
水
路
に
よ
っ
て
被
害
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こ
の
変
更
に
と
も
な
っ
て
、
日
本
初
の
試
み
と
し
て
、
蹴
上
に
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
が
設
け
ら

れ
た
。
こ
の
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
疏
水
上
流
の
蹴
上
船
溜
と
南
禅
寺
の
船
溜
と
の
、

約
三
六
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
水
位
の
差
が
克
服
さ
れ
た
。

　

な
お
、
琵
琶
湖
疏
水
工
事
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
で
多
く
の
レ
ン
ガ
が
用
い
ら
れ
た
。

そ
れ
ら
の
レ
ン
ガ
は
、
御
陵
村
に
建
設
さ
れ
た
工
場
で
生
産
さ
れ
た
。
当
時
、
関
西
の
レ

ン
ガ
生
産
で
は
堺
が
有
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
堺
か
ら
技
術
者
を
招
き
、
明
治
十
九
年
か

ら
明
治
二
十
二
年
ま
で
に
約
一
三
六
九
万
個
も
の
レ
ン
ガ
が
焼
き
上
げ
ら
れ
た
。
山
科
で

生
産
さ
れ
た
レ
ン
ガ
が
、
琵
琶
湖
疏
水
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

　

琵
琶
湖
疏
水
と
山
科

　

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
四
月
九
日
、
琵
琶
湖
疏
水
の
竣
工
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

総
工
費
約
一
二
五
万
円
は
、
当
時
の
京
都
府
の
年
間
予
算
の
実
に
二
倍
近
い
巨
額
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
琵
琶
湖
疏
水
の
完
成
当
初
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
疏
水
を
高
く
評
価
す
る
論
調
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
た

と
え
ば
、
完
成
の
二
年
後
で
は
あ
る
が
、
明
治
二
十
五
年
五
月
十
三
日
付
の
『
時
事
新
報
』
の
社
説
は
、
琵
琶
湖
疏
水
に
つ
い
て

「
所い

わ
ゆ
る謂

文
明
流
に
走
り
た
る
の
軽
挙
」
と
強
く
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
社
説
を
執
筆
し
た
の
は
、
福
沢
諭
吉
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
琵
琶
湖
疏
水
の
水
利
事
業
に
関
す
る
使
用
料
収
入
の
推
移
を
見
る
と
、
完
成
後
の
明
治
二
十
四
年
、
二
十
五
年
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
八
〇
三
円
、
六
五
三
七
円
と
、
総
工
費
か
ら
考
え
る
と
あ
ま
り
ふ
る
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
二
十
一
年
十
月

か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
の
水
力
使
用
状
況
や
、
コ
ロ
ラ
ド
州
の
水
力
発
電
所
を
視
察
し
た
田
辺
朔
郎
た
ち
が
、
琵

琶
湖
疏
水
の
工
業
用
動
力
を
電
気
に
切
り
替
え
る
計
画
変
更
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
、
完
成
後
の
使
用
料
収
入
の
急
激
な
伸
び

に
つ
な
が
っ
た
。
明
治
二
十
四
年
時
点
で
、
収
入
の
約
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
電
気
の
使
用
料
収
入
は
、
一
〇
年
後

の
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
は
約
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
し
か
も
電
気
や
運
河
な
ど
の
使
用
料
収
入
の
合
計
額
は
、

一
四
万
四
〇
六
〇
円
と
、
一
〇
年
前
の
約
八
〇
倍
に
も
の
ぼ
っ
て
い
た
。
高
久
嶺
之
介
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
電
気
使
用
料

が
な
け
れ
ば
、
琵
琶
湖
疏
水
と
い
う
大
型
の
土
木
事
業
は
、
巨
額
の
総
工
費
に
見
合
う
経
済
的
な
効
果
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

　

一
方
、
琵
琶
湖
疏
水
の
完
成
に
よ
っ
て
、
実
は
山
科
の
河
川
も
大
き
な
変
化
を
迎
え
た
。
従
来
、
山
科
で
は
山
科
川
、
安
祥
寺

川
、
音
羽
川
、
四
ノ
宮
川
が
主
だ
っ
た
川
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
水
量
が
不
足
が
ち
で
、
渇
水
期
に
は
ほ
と
ん
ど
干
上
が
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
疏
水
の
完
成
後
、
そ
の
分
水
に
よ
っ
て
山
科
の
河
川
の
改
良
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
改
良
工
事
に
よ
っ
て
、
山

科
川
や
安
祥
寺
川
が
豊
か
な
水
量
を
有
す
る
河
川
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
河
川
改
修
に
伴
い
、
藪
池
だ
っ
た
場
所

が
水
田
や
畑
と
な
る
な
ど
、
山
科
で
は
農
業
生
産
力
も
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

鉄
道
時
代
の
幕
開
け

　

明
治
維
新
以
降
、
政
府
は
殖
産
興
業
の
政
策
を
進
め
る
上
で
、
鉄
道
を
重
視
し
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
東
京
～
横
浜

間
の
開
通
か
ら
は
じ
ま
り
、
明
治
七
年
に
は
大
阪
～
神
戸
間
、
さ
ら
に
明
治
十
年
に
は
京
都
～
神
戸
間
が
鉄
道
で
結
ば
れ
た
。
近

代
日
本
の
鉄
道
事
業
の
幕
開
け
で
あ
る
。

　

山
科
と
も
密
接
に
関
わ
る
、京
都
～
大
津
間
の
鉄
道
が
着
工
さ
れ
た
の
は
、明
治
十
一
年（
一
八
七
八
）の
こ
と
で
あ
る
。た
だ
し
、

そ
の
構
想
自
体
は
も
っ
と
早
く
か
ら
あ
っ
た
。
京
都
～
大
津
間
と
と
も
に
、
琵
琶
湖
の
湖
北
と
敦
賀
を
鉄
道
で
結
び
、
北
陸
と
京

阪
神
の
経
済
圏
を
結
ぶ
べ
く
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
か
ら
五
年
に
京
都
～
敦
賀
間
の
第
一
次
測
量
が
実
施
さ
れ
た
。
明
治
九

年
末
に
は
工
事
費
の
概
算
も
出
さ
れ
、
工
部
卿
伊
藤
博
文
は
そ
の
着
工
を
決
意
し
た
。
し
か
し
、
明
治
十
年
二
月
、
西
南
戦
争
が

生
じ
、
結
局
、
着
工
は
そ
の
翌
年
に
も
ち
こ
さ
れ
た
。

　

京
都
～
大
津
間
の
鉄
道
に
関
し
て
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
、「
御
雇
外
国
人
」
の
手
を
借
り
ず
、
日
本
人
の
手
の
み
で
成
し
遂

図
一 

琵
琶
湖
疏
水
煉
瓦
工
場
跡
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げ
た
最
初
の
鉄
道
敷
設
事
業
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
明
治
十
年
に
設
立
さ
れ
た
、
田
辺
朔
郎
の
出
身
校
で
も
あ
る
工
部
大

学
校
で
は
、
多
く
の
技
術
者
が
養
成
さ
れ
、
ま
た
、
鉄
道
局
長
井
上
勝
の
主
導
で
、
同
年
に
設
け
ら
れ
た
工
技
生
養
成
所
か
ら
も
、

多
く
の
鉄
道
技
術
官
が
輩
出
し
た
。
京
都
～
大
津
間
の
鉄
道
敷
設
で
は
、工
技
生
養
成
所
の
第
一
回
生
た
ち
が
、大
い
に
活
躍
し
た
。

京
都
～
大
津
間
の
路
線
は
、
ま
さ
に
明
治
日
本
の
鉄
道
技
術
が
試
さ
れ
る
場
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

京
都
～
大
津
間
の
鉄
道
開
通
と
山
科

　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
七
月
、
京
都
～
大
津
間
の
鉄
道
が
開
業
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時
に
開
業
し
た
路
線
は
、
現
在
の

東
海
道
本
線
と
は
異
な
っ
た
ル
ー
ト
を
通
っ
て
い
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
技
術
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
で

き
る
か
ぎ
り
ト
ン
ネ
ル
部
分
を
少
な
く
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
京
都
駅
を
出
る
と
、
東
山
を
避
け
て
稲
荷
へ
と
南
下

し
、現
在
の
名
神
高
速
道
路
の
ル
ー
ト
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
、山
科
盆
地
を
東
北
方
面
に
向
か
っ
て
逢
坂
山
に
到
り
、ト
ン
ネ
ル
を
通
っ

て
大
津
に
出
る
、
と
い
う
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
京
都
か
ら
大
津
ま
で
、
延
長
一
八
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
路
線
で
あ
る
。

　

京
都
～
大
津
間
は
、
そ
れ
ま
で
の
他
の
路
線
と
異
な
り
、
山
間
部
を
通
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。
と
く
に
、
逢
坂

山
の
ト
ン
ネ
ル
六
六
四
・
八
メ
ー
ト
ル
は
、
困
難
な
工
事
で
あ
っ
た
。
京
都
か
ら
大
谷
ま
で
の
一
三
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
着

工
か
ら
一
年
足
ら
ず
で
完
成
で
き
た
も
の
の
、
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
は
、
日
本
の
鉄
道
事
業
と
し
て
最
初
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
明
治
十
一
年
十
月
に
東
口
掘
削
を
始
め
て
か
ら
、
一
年
八
カ
月
近
く
の
期
間
を
要
し
た
。
そ
の
間
、
明
治

十
二
年
八
月
に
は
四
名
の
犠
牲
者
を
出
す
不
幸
な
崩
落
事
故
も
生
じ
た
が
、
明
治
十
三
年
六
月
に
完
成
し
た
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
に

よ
っ
て
、
京
都
～
大
津
間
が
い
よ
い
よ
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
東
京
か
ら
京
都
、
大
阪
、
そ
し
て
神
戸
を
結
ぶ

東
西
間
の
鉄
道
敷
設
工
事
が
各
地
で
次
々
と
進
め
ら
れ
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
七
月
、
つ
い
に
東
海
道
本
線
の
全
線
が

開
通
し
た
。

　

そ
の
開
通
か
ら
約
二
年
後
の
明
治
二
十
四
年
五
月
、
大
津
事
件
が
発
生
し
た
。
来
日
中
の
ロ
シ
ア
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
が
、
琵
琶

湖
遊
覧
の
た
め
に
大
津
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
警
備
巡
査
津
田
三
蔵
に
切
り
つ
け
ら
れ
、
負
傷
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
条
約

改
正
交
渉
を
進
め
て
い
た
外
務
大
臣
青
木
周
蔵
が
辞
任
を
す
る
な
ど
、
大
津
事
件
は
日
本
の
外
交
そ
の
も
の
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
事
件
発
生
後
、
ニ
コ
ラ
イ
は
特
別
列
車
で
京
都
に
運
ば
れ
た
が
、
そ
の
後
、
明
治
天
皇
や
、
伊
藤
博
文
を
は
じ
め
と
す
る

政
府
要
人
が
次
々
に
東
京
か
ら
京
都
に
鉄
道
で
向
か
っ
た
。
そ
の
際
に
は
、
も
ち
ろ
ん
山
科
を
通
過
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
大
津
事
件
発
生
後
、
そ
の
知
ら
せ
は
、
琵
琶
湖
疏
水
工
事
用
に
敷
設
さ
れ
た
電
話
に
よ
っ
て
、
京
都
に
ま
ず
伝
え
ら

れ
た
。
当
時
、
電
話
は
官
庁
間
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
の
み
で
、
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
工
事
用
の
電
話
が
大
津
事
件

の
速
報
を
可
能
に
し
た
。
近
代
日
本
に
お
い
て
、
山
科
は
交
通
面
で
も
、
そ
し
て
情
報
と
い
う
点
で
も
、
東
西
を
結
ぶ
要
衝
の
ひ

と
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

近
代
山
科
の
発
展

　

詳
細
は
第
七
章
に
委
ね
る
が
、
稲
荷
を
経
て
京
都
に
向
か
う
東
海
道
本
線
は
、
遠
回
り
で
不
便
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
旧
東
海

道
に
沿
っ
た
京
都
～
大
津
間
の
鉄
道
の
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
構
想
は
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
の
京
津
電
気
軌
道
株
式

会
社
に
よ
る
京
都
～
大
津
間
の
開
業
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
大
正
十
年
に
は
、
東
海
道
本
線
の
路
線
変
更
が
お
こ
な
わ
れ
、
現
在

の
東
海
道
本
線
（
琵
琶
湖
線
）
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
交
通
の
発
展
に
と
も
な
い
、
山
科
で
は
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
人
口
が
急
激
に
増
え
て
い
く
。
明
治

二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
時
点
で
、
山
科
村
の
人
口
は
七
〇
五
九
人
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
時
点
で
も
人
口

は
七
九
八
三
人
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
増
え
て
い
な
い
が
、
山
科
町
と
な
る
大
正
十
五
年
の
直
前
、
大
正
十
四
年
に
は
、
倍
近
い

一
万
四
九
六
四
人
に
ま
で
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
口
増
加
に
よ
る
発
展
が
、
そ
の
後
、
山
科
が
京
都
市
に
編
入
す
る
重
要

な
前
提
と
な
る
。


